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ロ
と
な
る
。
化
石
燃
料
か

ら
水
素
に
切
り
替
え
た

場
合
、
そ
れ
ま
で
排
出
し

て
い
た
Ｃ
Ｏ
２
量
が
そ
の

ま
ま
削
減
量
と
な
る
た

め
、
削
減
率
は
１
０
０
％

と
な
り
、
水
素
燃
料
ボ
イ

ラ
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
効

果
は
極
め
て
大
き
い
。

　

仮
に
蒸
気
量
２
�

／

ｈ
の
Ａ
重
油
焚
き
の
ボ
イ

ラ
か
ら
水
素
ボ
イ
ラ
に
切

り
替
え
た
場
合
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
量
は
年
間

２
�１
０
５
�
と
な
る
。

【
試
算
条
件
】

（
Ａ
重
油
の
低
位
発
熱

量：

　

・
７
Ｍ
Ｊ
／
Ｌ
、

３６

水
素
の
低
位
発
熱
量：

　

・　

Ｍ
Ｊ
／
Ｎ
�
、
ボ

１０

７７

イ
ラ
効
率：

　

％
、
年
間

９５

稼
働
時
間：

６
０
０
０

ｈ
ｒ
、
Ａ
重
油
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
算
定
係
数：

２
・

　

�
�
Ｃ
Ｏ
２
／
�

）

７１３
�用
途

　

水
素
は
様
々
な
１
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
製
造
で
き

る
た
め
、
化
石
燃
料
よ
り

も
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
低

く
、
幅
広
い
地
域
で
の
活

用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

図
３
に
示
す
よ
う
に
、

現
在
で
は
①
化
学
製
品
の

製
造
過
程
で
副
生
す
る

水
素
や
②
化
石
燃
料
か

ら
の
水
蒸
気
改
質
に
よ
る

製
造
な
ど
が
主
流
で
あ

る
が
、
将
来
的
に
は
③
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電

気
か
ら
の
水
電
解
に
よ
る

製
造
、
も
し
く
は
上
記
の

水
蒸
気
改
質
と
Ｃ
Ｃ
Ｓ

技
術
（
Ｃ
Ｏ
２
貯
蔵
技

術
）
を
組
み
合
わ
せ
た
製

造
に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
を
排

出
し
な
い
水
素
製
造
も
期

待
さ
れ
て
お
り
、
本
製
品

の
活
用
に
よ
っ
て
産
業
熱

の
脱
炭
素
化
を
促
進
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

過
す
る
際
に
金
属
に
熱

を
奪
わ
れ
て
失
火
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
製
品
で
は
こ
の
波
板

式
の
フ
レ
ー
ム
ア
レ
ス
タ
で

欧
州
防
爆
指
定
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｘ　

／
９
／
Ｅ
Ｃ
お
よ

９４
び
Ｅ
Ｎ
１
２
８
７
４
１

に
適
合
す
る
認
定
品
を

採
用
し
て
い
る
。

�

残
留
水
素
の
窒
素

パ
ー
ジ
�

　

水
素
は
空
気
と
の
可
燃

範
囲
が
広
く
、
少
量
の
空

気
で
も
燃
焼
が
可
能
な

た
め
、
水
素
配
管
中
へ
の

空
気
の
流
入
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
ボ
イ
ラ
が
燃

焼
を
停
止
し
た
際
に
は
、

ど
う
し
て
も
水
素
配
管

中
に
一
部
残
留
水
素
が

生
じ
て
し
ま
い
、
炉
内
や

給
気
口
か
ら
の
空
気
流
入

に
よ
り
水
素
が
可
燃
混

合
気
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

こ
の
配
管
中
の
残
留
水

素
を
不
活
性
ガ
ス
で
あ
る

窒
素
で
パ
ー
ジ
す
る
機
能

を
安
全
制
御
と
し
て
組
み

込
ん
で
い
る
。

　

図
２
に
示
す
よ
う
に
、

燃
焼
停
止
時
に
は
燃
料

遮
断
弁
２
次
側
に
水
素

が
残
留
す
る
た
め
、
こ
の

位
置
に
窒
素
供
給
ラ
イ
ン

を
設
け
、
燃
焼
停
止
時
に

窒
素
を
流
す
こ
と
で
残
留

水
素
の
パ
ー
ジ
を
行
う
。

　

な
お
、
水
素
配
管
中
の

燃
料
遮
断
弁
は
な
る
べ
く

バ
ー
ナ
に
近
い
位
置
に
設

け
、
パ
ー
ジ
す
る
水
素
量

が
極
力
少
な
く
な
る
よ

う
に
配
管
設
計
を
行
っ
て

い
る
。

　

２
�２　

効
果

　

水
素
は
燃
焼
時
の
生

成
物
が
水
の
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
排
出
は
ゼ

（
ク
リ
ン
プ
リ
ボ
ン
式
）
の

も
の
を
採
用
し
て
、
安
全

性
を
高
め
て
い
る
。

　

こ
の
波
板
式
の
タ
イ
プ

は
、
図
１
に
示
す
よ
う
に

金
属
の
波
板
と
平
板
を

組
み
合
わ
せ
た
構
造
と
な

っ
て
お
り
、
流
路
面
積
が

非
常
に
狭
く
、
火
炎
が
通

ら
、
水
素
燃
料
ボ
イ
ラ
で

は
燃
焼
排
ガ
ス
を
炉
内
に

再
循
環
さ
せ
る
Ｅ
Ｇ
Ｒ

と
言
う
手
法
を
用
い
て
Ｎ

Ｏ
ｘ
を
減
少
さ
せ
、
大
気

汚
染
防
止
法（
１
５
０
ｐ

ｐ
ｍ
未
満：

Ｏ
２
＝
５

％
）を
ク
リ
ア
し
た
。

（
２
）
水
素
を
安
全
に
取

り
扱
う
た
め
の
安
全
装

置
の
搭
載

　

上
記
の
よ
う
な
水
素
の

燃
焼
特
性
か
ら
、
水
素
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
十

分
な
配
慮
が
必
要
と
な

る
が
、
水
素
燃
料
に
つ
い

て
は
ま
だ
法
的
に
明
確
な

安
全
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
な
い
。（
水
素
ガ
ス
の

取
り
扱
い
と
し
て
は
都
市

ガ
ス
や
Ｌ
Ｐ
Ｇ
な
ど
の
一

般
ガ
ス
と
変
わ
ら
な
い
。）

　

こ
の
た
め
、
水
素
を
取

り
扱
っ
て
い
る
様
々
な
業

界
の
指
針
な
ど
を
参
考

に
、
独
自
に
安
全
装
置
の

取
り
付
け
を
検
討
し
た
。

�

波
板
式
フ
レ
ー
ム
ア
レ

ス
タ
（
逆
火
防
止
器
）
を

採
用
�

　

水
素
は
燃
焼
速
度
が

速
く
、
燃
料
配
管
中
を
火

炎
が
戻
る
逆
火
現
象
が

懸
念
さ
れ
る
。
水
素
燃
料

ボ
イ
ラ
で
は
こ
の
逆
火
現

象
を
防
止
す
る
装
置
を

燃
料
配
管
中
に
取
り
付

け
て
、
火
炎
が
戻
ら
な
い

構
造
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
装
置
は
フ
レ
ー
ム

ア
レ
ス
タ
と
呼
ば
れ
、
火

炎
の
防
止
構
造
に
よ
っ
て

い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ

る
が
、
本
製
品
で
は
最
も

防
止
性
能
の
高
い
波
板
式

こ
と
で
、既
存
燃
料（
化
石

燃
料
）
の
使
用
を
削
減
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

合
わ
せ
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

も
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
脱

炭
素
の
観
点
か
ら
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
な
水
素
（
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の
水

素
製
造
な
ど
）
の
利
用
が

増
え
る
と
考
え
ら
れ
、
脱

炭
素
時
代
の
熱
源
と
し
て

水
素
燃
料
ボ
イ
ラ
の
需
要

が
高
ま
っ
て
く
る
と
考
え

て
い
る
。

２
�
機
器
の
技
術
的
特
徴

お
よ
び
効
果

　

２
�１　

技
術
的
特
徴

　

貫
流
ボ
イ
ラ
を
水
素

燃
料
に
対
応
さ
せ
る
た

め
、
以
下
に
示
す
２
つ
の

課
題
を
解
決
し
商
品
化

し
た
。

（
１
）
水
素
を
燃
焼
さ
せ

ら
れ
る
バ
ー
ナ
の
開
発

　

水
素
は
非
常
に
燃
え

や
す
く
、
燃
焼
速
度
の
速

い
気
体
で
あ
る
た
め
、
燃

焼
に
際
し
て
は
そ
の
特
徴

を
踏
ま
え
た
バ
ー
ナ
開
発

が
必
要
と
な
る
。

　

特
に
水
素
の
燃
焼
で
は

火
炎
温
度
が
高
い
た
め
、

バ
ー
ナ
の
材
質
を
見
直
す

と
と
も
に
Ｎ
Ｏ
ｘ
へ
の
対

策
を
行
っ
た
。

　

空
気
中
の
窒
素
な
ど

が
燃
焼
中
に
酸
化
さ
れ
て

Ｎ
Ｏ
ｘ
と
な
る
現
象

（
サ
ー
マ
ル
Ｎ
Ｏ
ｘ
）
は
火

炎
温
度
が
高
い
ほ
ど
反
応

が
進
む
。

　

水
素
燃
焼
で
は
こ
の

サ
ー
マ
ル
Ｎ
Ｏ
ｘ
が
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

に
お
け
る
副
生
ガ
ス
と
し

て
水
素
が
発
生
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
副
生
水
素
を

ボ
イ
ラ
燃
料
に
利
用
す
る

　

そ
の
一
翼
を
担
う
機

器
と
し
て
、
広
く
産
業
用

熱
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
貫
流
ボ
イ
ラ
で
の
水

素
利
用
に
つ
い
て
開
発
を

行
い
、
日
本
で
初
め
て
＊

１
０
０
％
水
素
燃
焼（
水

素
専
焼
）
が
可
能
な
貫
流

ボ
イ
ラ
を
商
品
化
し
た

（
写
真
）。

      　

＊
三
浦
工
業
調
べ

　

水
素
は
様
々
な
１
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
製
造
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
特

に
ソ
ー
ダ
業
界
や
石
油
化

学
業
界
で
は
製
品
製
造

１
�機
器
の
概
要

　

水
素
は
燃
焼
時
の
生

成
物
が
水
の
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ

ロ
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　

２
０
５
０
年
の
温
暖

化
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
す
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
水
素

は
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

様
々
な
分
野
で
の
水
素
利

活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

経　産　新　報

運
転
時
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
の

水
素
燃
料
貫
流
蒸
気
ボ
イ
ラ

（
Ｓ
Ｉ－

２
０
０
０－

Ｈ
２
）

三
浦
工
業
株
式
会
社

（
愛
媛
県
松
山
市
）

日
本
機
械
工
業
連
合
会
会
長
賞

写真　水素燃料貫流蒸気ボイラ

水
素
燃
焼
バ
ー
ナ
や
制
御
技
術
を
開
発

　

副
生
水
素
を
ボ
イ
ラ
燃
料
に
利
用

将
来
は
再
エ
ネ
起
源
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
水
素
を

　

脱
炭
素
を
目
指
す
水
素
社
会
の
実
現
に
貢
献

優秀省エネ機器・システム表彰
令和 2年度
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受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

　

市
の
新
庁
舎
整
備
に

際
し
て
、
市
や
地
域
と
熱

供
給
事
業
者
が
一
体
と

な
っ
た
再
エ
ネ
利
用
、
省

エ
ネ
、
地
域
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
向
上
に
着
目
し
た

地
域
共
生
の
取
組
み
で

あ
る
。

　

再
エ
ネ
の
利
用
と
し

て
は
、
太
陽
光
発
電
（
１

０
０
�

）、
地
中
熱
利
用

（
４
０
０
�

）な
ど
を
導

入
及
び
冷
房
排
熱
・
下
水

再
生
水
の
熱
等
の
未
利

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効

利
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
隣

接
す
る
ビ
ル
に
電
力
を

供
給
し
面
的
対
応
を
図

る
こ
と
や
市
内
の
焼
却

工
場
に
て
発
電
さ
れ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
力
を
自
己
託
送
制
度

を
活
用
し
新
庁
舎
に
供

給
す
る
な
ど
の
様
々
な

取
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。
他
の
地
域
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
連
携
の
普
及
の

前
例
と
な
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
も
の
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

地
域
共
生
の
概
要

　

横
浜
市
の
旧
市
庁
舎

は
建
設
か
ら　

年
が
経

６０

過
し
、
施
設
・
設
備
が
老

朽
化
す
る
な
ど
課
題
を

多
く
抱
え
て
い
た
こ
と

か
ら
２
０
２
０
年
に
移

転
整
備
さ
れ
た
。

　

整
備
に
あ
た
り
新
市

庁
舎
に
は
様
々
な
先
進

的
環
境
技
術
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を

折
り
込
む
一
方
、
新
市
庁

舎
単
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、

隣
接
す
る
既
存
建
物
で

あ
る
横
浜
ア
イ
ラ
ン
ド

タ
ワ
ー
と
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
連
携
を
図
り
「
地
域

共
生
」
を
実
現
す
る
為
に

熱
供
給
事
業
を
導
入
。
地

域
が
熱
供
給
を
介
し
て

連
携
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
向
上
を
実
現
し
た
。

　

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

　

震
災
復
興
に
向
け
、
自

治
体
と
民
間
企
業
が
共

同
で
再
エ
ネ
を
最
大
活

用
す
る
た
め
、
太
陽
光
発

電
（
１
６
０
０
�

）
や
蓄

電
池
を
含
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
自
営

線
を
介
し
て
隣
接
す
る

下
水
処
理
場
等
に
電
力

を
供
給
す
る
取
組
み
で

あ
る
。

　

電
力
は
自
治
体
、
民
間

企
業
の
出
資
に
よ
る
地

域
新
電
力
に
よ
り
供
給

し
、
自
営
線
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
系
統
へ

の
逆
潮
流
防
止
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
、
太
陽
光

余
剰
電
力
を
下
水
汚
泥

の
乾
燥
シ
ス
テ
ム
や
水

素
の
製
造
に
利
用
す
る

な
ど
、
再
エ
ネ
の
最
大
限

有
効
利
用
と
災
害
対
応

を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
他

地
域
へ
の
展
開
が
期
待

で
き
る
も
の
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
た
。

　

地
域
共
生
の
概
要

　

東
日
本
大
震
災
の
復

興
か
ら
地
域
経
済
の
活

力
再
生
に
向
け
た
新
し

い
街
づ
く
り
の
一
助
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
先

進
的
な
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と

最
大
有
効
利
用
、
防
災
機

能
の
充
実
、
地
域
活
性
化

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
事
業
の
推
進
拠
点
「
そ

う
ま
Ｉ
Ｈ
Ｉ
グ
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｃ
）」
を
２
０

１
８
年
４
月
に
相
馬
市

内
の
工
業
団
地
に
開
所

し
た
。

　

相
馬
エ
リ
ア
の
系
統

制
約
か
ら
、
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｃ
内

の
太
陽
光
発
電
電
力
は

専
用
の
自
営
線
で
Ｓ
Ｉ

Ｇ
Ｃ
内
施
設
や
近
隣
の

下
水
処
理
場
等
に
供
給

し
、
地
域
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
に
貢
献
す
る
ほ

か
、
太
陽
光
余
剰
電
力
を

地
産
地
消
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
、
系
統
に

逆
潮
流
す
る
こ
と
な
く

蓄
電
池
へ
の
充
電
や
、
熱

及
び
水
素
に
転
換
し
最

大
有
効
利
用
す
る
�

再
エ

ネ
の
地
産
地
消
�
を
実
現

し
て
い
る
。

　

余
剰
電
力
の
一
部
か

ら
電
気
ボ
イ
ラ
で
生
成

し
た
熱
（
蒸
気
）
は
下
水

汚
泥
の
乾
燥
に
利
用
し
、

経　産　新　報［新エネ大賞］

【
地
域
共
生
部
門
】

地
域
の
再
エ
ネ
最
大
利
用
を
目
指
し
た

相
馬
市
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
  
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ

相
馬
市

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
パ
ワ
ー
株
式
会
社

経
済
産
業
大
臣
賞

　
（
一
財
）
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
財
団
主
催
の
今

年
度
の
「
新
エ
ネ
大

賞
」は
、「
地
域
共
生

部
門
」の
創
設
、「
分

散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

先
進
モ
デ
ル
部
門
」の

見
直
し
を
実
施
し

た
。新
設
の『
地
域
共

生
部
門
』で
は
、エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
、
地
域
活
性
化
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
等

に
寄
与
す
る
点
を
重

視
し
て
評
価
し
、『
分

散
型
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

先
進
モ
デ
ル
部
門
』の

見
直
し
で
は
、
F
I

T
制
度
に
依
ら
な
い

発
電
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
を
明
確

に
打
ち
出
す
と
い
う

観
点
か
ら
評
価
ポ
イ

ン
ト
を
変
更
し
た
。平

成　

年
度
の
自
主

23
事
業
化
以
降
で
最

も
多
い　

件
の
応
募

55

が
あ
り
、
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
経
済
産

業
大
臣
賞
4
件
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長

官
賞
7
件
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

　

件
、
審
査
委
員
長

10特
別
賞
1
件
の
合

計　

件
を
「
新
エ
ネ

22
大
賞
」に
選
出
し
た
。
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【
地
域
共
生
部
門
】

横
浜
市
に
お
け
る
先
進
的
環
境
技
術

と
地
域
熱
供
給
に
よ
る
密
着
型
地
域

共
生
の
実
現東

京
都
市
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

横
浜
市

横
浜
ア
イ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
管
理
組
合
株
式

会
社
竹
中
工
務
店

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

【連絡先】
東京都市サービス株式会社

トータルエネルギーサービス事業部
TEL  03-6361-5217

MAIL  ishizawa-shouta@tts-kk.co.jp
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下
水
汚
泥
の
減
容
化
と

産
廃
費
用
の
削
減
を
実

現
し
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で

未
利
用
だ
っ
た
乾
燥
汚

泥
を
ペ
レ
ッ
ト
化
し
農

業
用
肥
料
や
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
と
し
て
の
展
開

を
実
証
中
で
あ
る
。

　

ま
た
、
余
剰
電
力
の
一

部
か
ら
水
電
解
装
置
で

生
成
し
た
水
素
は
非
常

時
に
燃
料
電
池
発
電
に

使
用
し
防
災
拠
点
に
専

用
配
線
で
電
力
を
供
給

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

２
０
２
０
年
９
月
に

は
、
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｃ
の
再
エ
ネ

由
来
水
素
を
使
用
し
た

Ｉ
Ｈ
Ｉ
研
究
施
設
「
そ
う

ま
ラ
ボ
」
を
開
所
し
、
来

る
水
素
社
会
に
向
け
た

先
進
水
素
利
用
研
究
を

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
形
で
研
究
機
関

等
と
推
進
す
べ
く
準
備

中
で
あ
る
。

　

電
力
の
供
給
は
、
Ｉ
Ｈ

Ｉ
、
相
馬
市
、
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
パ
ワ
ー
の
３
社
で

設
立
し
た
地
域
新
電
力

会
社
「
そ
う
ま
Ｉ
グ
リ
ッ

ド
合
同
会
社
」
が
行
っ
て

い
る
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｃ
周
辺
は
自

営
線
に
よ
る
電
力
供
給

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和 2222222222222222222222 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

【連絡先】
（株）ＩＨＩ　ソリューション・新事業統括本部

東京都江東区豊洲３丁目１番１号
ＴＥＬ：０３-６２０４-７４６０
相馬市産業部商工観光課

福島県相馬市中村字北町６３番地の３
ＴＥＬ：０２４４-３７-２１３４
パシフィックパワー（株）

東京都千代田区神田錦町３丁目２２番地
ＴＥＬ：０３-５２４４-５４２３
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震
災
復
興
に
向
け
、再
エ
ネ
の
最
大
限
有
効
利
用
と
災
害
対
応
に

「
そ
う
ま
Ｉ
Ｈ
Ｉ
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｃ
）」を
開
所

地
域
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
、�
再
エ
ネ
の
地
産
地
消
�を
実
現

未
利
用
乾
燥
汚
泥
を
農
業
用
肥
料
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に

生
成
し
た
水
素
は
燃
料
電
池
で
防
災
拠
点
に
電
力
供
給

昨
年　

月
に
自
営
線
延
伸
、ご
み
焼
却
場
に
電
力
供
給
開
始

１０

（
特
定
送
配
電
事
業
）
の

ほ
か
に
、
市
役
所
や
小
中

学
校
等
の
市
内
公
共
施

設
に
も
電
力
供
給
（
小
売

電
気
事
業
）
を
行
い
、
地

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経

済
の
循
環
を
担
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
本
事
業
で
の
再

エ
ネ
関
連
の
様
々
な
取

り
組
み
を
知
っ
て
も
ら

う
べ
く
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
で
子
供
た
ち
に
体
験

し
て
も
ら
う
機
会
を
提

供
す
る
等
積
極
的
に
活

動
し
て
い
る
。

　

現
在
、
よ
り
一
層
の
再

エ
ネ
の
拡
大
と
Ｓ
Ｉ
Ｇ

Ｃ
の
機
能
強
化
を
推
進

中
で
あ
る
。２
０
２
０
年

　

月
に
は
自
営
線
を
延

１０伸
し
、
ご
み
焼
却
場
に
太

陽
光
発
電
電
力
の
供
給

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

加
え
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｃ
の

太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄

電
池
を
一
般
送
配
電
系

統
停
電
等
の
非
常
時
に

も
使
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
「
強
靭
化
」、
水
素

生
成
時
に
発
生
す
る
「
副

生
酸
素
の
有
効
利
用
」
を

目
指
し
た
水
耕
栽
培
・
陸

上
養
殖
研
究
や
、
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
関
連
研
究

等
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

太
陽
光
発
電
、
地
中
熱
利
用
な
ど
を
導
入

冷
房
排
熱
・
下
水
再
生
水
熱
等
の
未
利
用
エ
ネ
も
有
効
利
用

災
害
時
に
隣
接
す
る
ビ
ル
に
電
力
を
供
給

　

焼
却
工
場
で
発
電
さ
れ
た
再
エ
ネ
電
力
を

自
己
託
送
制
度
を
活
用
し
新
庁
舎
に
供
給

る
地
域
通
貨
券
は
地
域

内
の
店
舗
等
で
使
用
で

き
、
地
域
経
済
の
循
環
と

活
性
化
に
も
寄
与
し
て
い

る
。（
令
和
元
年
度
実

績：

６
３
９
�

８
８
０

�
）

　

発
電
所
お
よ
び
ペ
レ
ッ

ト
製
造
工
場
か
ら
排
出
さ

れ
る
燃
焼
灰
や
炭
化
物

を
林
道
整
備
補
助
材
や

助
燃
材
、
土
壌
改
良
補
助

材
へ
と
加
工
し
地
元
林
業

事
業
者
や
農
家
へ
提
供

し
、地
域
の
山
か
ら
出
た
モ

ノ
を
地
域
に
還
元
す
る
持

続
可
能
な
循
環
型
社
会

を
構
築
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
本
事
業
を
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
に
各
地
域
に

地
域
密
着
型
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
を
普
及
さ
せ
て
い
く

方
針
で
あ
る
。

保
全
事
業
の
改
善
、
地
産

地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

促
進
な
ど
地
域
で
抱
え
る

課
題
を
解
決
す
る
一
手

と
し
て
地
域
密
着
型
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
事
業
に
着
手

し
た
。

　

当
発
電
所
は
木
質
ペ
レ

ッ
ト
ガ
ス
化
熱
電
供
給
装

置
６
基（
９
９
０
�

）、バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
装
置
１
基

（
１
２
５
�

）
を
擁
す
る

発
電
所
で
、
四
国
電
力
㈱

に
全
量
売
電
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ペ
レッ
ト
原
料
供

給
先
の
一
つ
で
あ
る
町
営

小
型
木
材
市
場
「
木
こ
り

市
場
」で
は
、指
定
開
催
日

に
地
域
の
山
主
か
ら
木
を

買
取
り
、
現
金
と
地
域
通

貨
券
（
ド
ン
券
）で
支
払
い

を
し
て
い
る
。
発
行
し
て
い

買
取
や
見
学
会
等
を
通

じ
て
流
通
さ
せ
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
。

　

地
域
共
生
の
概
要

　

内
子
町
は
、
愛
媛
県
の

中
央
付
近
に
位
置
す
る

山
林
に
囲
ま
れ
た
町
で
あ

る
。総
面
積
２
９
９
�

５

�
、
人
口
約
１
６
�
０
０

０
人
の
小
さ
な
町
に
山
林

が　

％
と
大
部
分
を
占
め

７７
て
い
る
事
が
特
徴
で
、
農

林
業
、
観
光
業
が
主
要
産

業
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
で
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
産
業

の
軸
と
し
た
地
域
の
関
連

事
業
へ
の
事
業
創
出
や
、

豊
富
な
森
林
資
源
の
利
活

用
、
採
算
性
の
低
い
山
林

　

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

　

本
事
業
は
、
地
域
の
未

利
用
材
に
よ
り
木
質
ペ
レ

ッ
ト
の
製
造
を
行
う
事
業

及
び
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃

料
と
し
て
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
ユニ

ッ
ト（
９
９
０
�

）に
よ
り

電
力
と
熱
を
生
成
、
発
生

し
た
熱
を
バ
イ
ナ
リ
ー
発

電
装
置
（
１
２
５
�

）
を

介
し
て
電
気
に
変
換
し
、

そ
れ
ぞ
れ
売
電
し
て
お
り

地
元
企
業
が
中
心
と
な
っ

た
地
域
密
着
型
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
で
あ
る
。

　

国
内
で
は
実
績
が
少
な

い
木
質
ガ
ス
化
発
電
を
安

定
的
に
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
内
店
舗
等
で

使
用
で
き
る
地
域
通
貨
券

も
発
行
し
て
お
り
、
木
材

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

【
地
域
共
生
部
門
】

林
野
率　

％
の
内
子
町
に
お
け
る

７７
地
域
密
着
型
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

有
限
会
社
内
藤
鋼
業

内
子
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
（
合
）

【連絡先】
有限会社内藤鋼業

愛媛県喜多郡内子町五十崎甲 2126-1
TEL 0893-44-3063 / FAX 0893-44-3245
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地
域
の
未
利
用
材
に
よ
り
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造

そ
れ
を
燃
料
に
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
で
電
力
と
熱
を
生
成

熱
は
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
で
電
気
に
変
換
、四
国
電
力
に
全
量
売
電

未
利
用
材
供
給
山
主
に
は
現
金
と
地
域
通
貨
券
で
支
払
い

本
事
業
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
各
地
域
に
普
及
さ
せ
て
い
く

【発電所概要】

【発電所（左奥）＆ペレット工場（右手前）】【燃焼灰や炭化物の再利用】 【木こり通帳とドン券】

再エネ拡大と
CO2削減

余剰電力の地産地消

水素社会 防災

新事業
創出

水素関連研究、
交流人口

産廃削減
地産地消エネマネシステムで地産地消エネマネシステムで
再エネ電力需給を統括制御再エネ電力需給を統括制御

相馬エリアの相馬エリアの
系統空き容量ゼロ系統空き容量ゼロ

自営線による自営線による
再エネ電力供給再エネ電力供給 復興交流支援

センター
（防災拠点）

バイオマス燃料
農業用肥料等

非常時に
送電

燃料電池車
（検討中）

ペレット汚泥

下水汚泥乾燥設備

スマートコミュニティ事業コンセプト

太陽光発電

下水処理場

水素研究施設

蓄電池

一般送配電系統
への送電ゼロ

蒸気蒸気

水素水素

アンモニアアンモニア
メタンメタン

転換・利用研究転換・利用研究

乾燥

乾燥下水汚泥の農業利用SIGC内の太陽光発電設備

エネルギーマネジメントシステム
見える化画面

水素ゴーカートや水電解装置の体験

水素研究施設（そうまラボ）水素研究施設（そうまラボ）

乾燥汚泥乾燥汚泥
ペレットペレット

処理した処理した
トウモロコシトウモロコシ乾燥機乾燥機

燃料電池

先進環境技術と密着型地域共生の取り組み先進環境技術と密着型地域共生の取り組み

使用電力の再生可能エネルギー100％化の実現使用電力の再生可能エネルギー100％化の実現 レジリエンスな地域システムの構築レジリエンスな地域システムの構築

主に輻射空調に用いる中主に輻射空調に用いる中
温冷水は、INVターボ冷凍温冷水は、INVターボ冷凍
機、フリークーリングによ機、フリークーリングによ
り効率的に製造、供給り効率的に製造、供給

冷房排熱による温水冷房排熱による温水
をデシカント空調にをデシカント空調に
活用。排熱を使い切る活用。排熱を使い切る
仕組み仕組み

CGSの排熱は年間を通CGSの排熱は年間を通

じて 100％使い切り、じて 100％使い切り、

高い総合効率を達成高い総合効率を達成

太陽光発電太陽光発電

輻射空調輻射空調

自然通風自然通風

地中熱利用地中熱利用

燃料電池燃料電池

下水再生水下水再生水

下水再生水下水再生水

フリークーリングフリークーリング

排熱排熱

冷房排熱冷房排熱

DHCDHC

横浜市役所

横浜アイランドタワー 横浜アイランドタワー

横浜市市庁舎



（9）　　　　　　　２０２１年（令和３年）３月２５日
　

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

　

秋
田
県
湯
沢
市
に
位

置
す
る
山
葵
沢
地
熱
発

電
所
（
ダ
ブ
ル
フ
ラ
ッ
シ

ュ
方
式
、発
電
出
力
４
６

�
１
９
９
�

）
は
、　

年
２３

ぶ
り
の
出
力
１
万
�

を

超
え
る
大
規
模
地
熱
発

電
所
で
あ
る
。

　

開
発
エ
リ
ア
で
あ
る

「
山
葵
沢
地
域
」
と
「
秋

ノ
宮
地
域
」
は
、
地
熱
資

源
が
同
一
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
者
が
一
体
と
な
り

大
規
模
開
発
を
実
現
し

て
い
る
。

　

特
に
「
希
少
植
物
」、

「
希
少
動
物
」、「
昆
虫

類
」
等
環
境
へ
の
配
慮
を

行
う
と
と
も
に
、
温
泉
事

業
者
へ
の
対
応
な
ど
地

域
と
の
共
生
を
第
一
に

取
組
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
特
に
大
き
な
問

題
も
な
く
順
調
に
稼
働

し
て
お
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
と
と
も
に
地

熱
発
電
電
力
量
増
加
に

貢
献
す
る
も
の
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

導
入
活
動
の
概
要

　

秋
田
県
湯
沢
市
に
位

置
す
る
山
葵
沢
地
熱
発

電
所
は
２
０
１
９
年
５

月　

日
、
環
境
配
慮
と
地

２０
域
に
共
生
し
た
国
内
で

４
番
目
の
発
電
出
力
と

な
る
4
6
�１
９
９
�

の

ダ
ブ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
方

式
を
採
用
し
た
大
規
模

地
熱
発
電
所
と
し
て
営

業
運
転
を
開
始
し
、
順
調

に
発
電
を
継
続
し
て
い

る
。

　

山
葵
沢
地
熱
発
電
所

の
開
発
エ
リ
ア
で
あ
る

「
山
葵
沢
地
域
」
と
「
秋

ノ
宮
地
域
」
に
お
い
て
は

１
９
９
３
年
か
ら
２
０

０
０
年
に
か
け
て
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
地
熱
開
発
促
進
調

査
が
別
々
に
実
施
さ
れ

た
が
、
両
地
域
の
地
熱
資

源
が
同
一
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
一
体
開
発
で

の
事
業
化
調
査
・
検
討
を

進
め
、２
０
１
１
年
よ
り

環
境
影
響
評
価
手
続
き

を
開
始
し
た
。２
０
１
５

年
５
月
よ
り
本
格
的
な

建
設
工
事
を
開
始
し
て

お
り
、
建
設
資
金
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
の

債
務
保
証
制
度
を
活
用

し
、
支
援
を
受
け
て
い

る
。

　

山
葵
沢
地
熱
発
電
所

の
開
発
に
お
い
て
は
「
環

境
へ
の
配
慮
」
と
「
地
域

と
の
共
生
」
を
第
一
に
環

境
影
響
評
価
に
お
け
る

環
境
保
全
措
置
も
含
め
、

工
事
の
際
に
は
「
希
少
植

物
」、「
希
少
動
物
」、「
昆

虫
類
」
へ
の
配
慮
、「
水

環
境
保
全
」
の
ほ
か
、
工

事
中
に
お
け
る
周
辺
環

境
保
全
お
よ
び
貴
重
動

植
物
保
護
の
観
点
か
ら

工
事
作
業
員
に
対
す
る

環
境
保
全
意
識
の
啓
発

も
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
源
泉
所
有
者
を

は
じ
め
と
す
る
地
元
関

係
者
の
理
解
が
必
須
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
調

査
井
掘
削
時
の　

年
以

１０

上
前
か
ら
毎
月
継
続
し

て
温
泉
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
実
施
し
て
源
泉
所
有

者
と
の
デ
ー
タ
共
有
、
温

泉
に
影
響
を
与
え
な
い

地
熱
発
電
開
発
の
計
画

内
容
の
丁
寧
な
説
明
の

ほ
か
、
地
元
住
民
を
対
象

じ
て
地
域
の
ポ
イ
ン
ト

が
も
ら
え
、
地
域
の
特
産

物
と
交
換
が
出
来
る
。

②
地
域
は
選
ば
ず
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
貢
献

（
※
自
治
体
新
電
力
が

無
い
地
域
向
け
）

　

新
電
力
会
社
へ
寄
付

す
る
。
寄
付
電
力
量
に
応

じ
て
、
厳
選
さ
れ
た
地
域

の
特
産
物
と
交
換
出
来

る
。
地
域
の
特
産
物
の
流

通
を
通
し
て
地
域
に
貢

献
出
来
る
。

　

そ
の
結
果
、
現
時
点
で

ま
だ
数
は
少
な
い
も
の

の
、
地
域
で
の
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ

電
力
活
用
が
開
始
さ
れ
、

自
治
体
公
共
施
設
で
の

電
力
利
用
や
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ

電
力
が
も
つ
環
境
価
値

の
活
用
な
ど
が
開
始
さ

れ
て
い
る
。

後
と
も
事
業
が
継
続
、
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

　

地
域
共
生
の
概
要

　

住
宅
用
太
陽
光
な
ど

の
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
力
は
、
補

助
金
等
の
地
域
支
援
に

よ
り
そ
の
導
入
が
加
速

し
た
が
、
多
く
の
世
帯
で

は
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
後
の
売
電

を
ど
う
す
る
か
の
検
討

が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、
結
果
的
に

卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
意
識
せ
ず

に
従
来
の
買
取
先
へ
継

続
し
て
売
電
す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
住
宅
用
太
陽

光
な
ど
の
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電

力
は
地
産
地
消
さ
れ
る

に
至
ら
な
か
っ
た
。

　

当
社
で
は
、
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ

電
力
を
地
域
へ
「
寄
付
」

す
る
こ
と
が
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
特
定
の

地
域
に
貢
献
し
た
い
卒

Ｆ
Ｉ
Ｔ
保
有
者
を
対
象

に
、
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
力
が
地

産
地
消
さ
れ
る
こ
と
、
地

域
で
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
中
心
に
地
域
貢
献
と

し
て
電
力
の
「
寄
付
」
を

訴
求
し
た
。

①
地
域
を
選
ん
で
特
定

の
地
域
に
貢
献

　

特
定
の
地
域
の
自
治

体
新
電
力
（
自
治
体
が
出

資
す
る
電
力
会
社
）
へ
卒

Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
力
の
寄
付
を

仲
介
す
る
。
地
域
に
よ
っ

て
は
、
寄
付
電
力
量
に
応

し
て
地
域
貢
献
と
い
う

付
加
価
値
を
付
け
た
ユ

ニ
ー
ク
な
取
組
み
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
今

還
元
さ
れ
る
な
ど
に
よ

り
地
域
に
貢
献
し
て
い

る
。

　

卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
力
に
対

力
等
へ
の
電
力
寄
付
を

仲
介
し
、
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
所
有

者
に
対
し
て
は
地
域
の

特
産
物
や
ポ
イ
ン
ト
で

　

卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
力
の
寄

付
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
構
築
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
治
体
出
資
の
新
電

付
を
通
し
て
地
域
に
貢

献
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
。

し
て
売
電
以
外
の
寄
付

と
い
う
新
た
な
選
択
肢

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
寄

　

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

　

卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
力
に
対

【連絡先】
株式会社トラストバンク　エネルギー事業部
〒 150-6190  東京都渋谷区二丁目 24番 12 号
渋谷スクランブルスクエア 39階　WeWork 内
TEL 03-6455-2017　FAX 03-5784-1083

 energy@trustbank.co.jp
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【
地
域
共
生
部
門
】

地
産
の
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
力
を
地
域
へ
寄
付
、

ふ
る
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ョ
イ
ス　
「
え
ね
ち
ょ
」

株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク

【連絡先】
湯沢地熱株式会社

秋田県湯沢市秋ノ宮字堰ノ口 135-4
TEL 0183-55-2555 / FAX 0183-55-2566
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経　産　新　報 ［新エネ大賞］

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
力
を
地
産
地
消
に
つ
な
げ
地
域
貢
献
へ

　

電
力
寄
付
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

自
治
体
出
資
の
新
電
力
等
に
電
力
寄
付
を
仲
介

寄
付
者
に
は
地
域
特
産
物
と
交
換
や
ポ
イ
ン
ト
還
元

【
導
入
活
動
部
門
】

環
境
配
慮
と
地
域
に
共
生
し
た
国
内

　

年
ぶ
り
の
出
力
１
万
�

を
超
え
る

２３山
葵
沢
地
熱
発
電
所
の
導
入

湯
沢
地
熱
株
式
会
社

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

「
環
境
へ
の
配
慮
」と「
地
域
と
の
共
生
」を
第
一
に

　

周
辺
環
境
保
全
お
よ
び
貴
重
動
植
物
保
護
を
徹
底

　

年
以
上
前
か
ら
毎
月
温
泉
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施

１０
源
泉
所
有
者
と
デ
ー
タ
共
有
、地
元
と
密
接
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

受
賞
の
ポ
イ
ン
ト

　

本
製
品
は
、ソ
ー
ダ
業
界

や
石
油
化
学
業
界
等
で
発

生
し
た
副
生
水
素
を
燃
料

と
し
た
日
本
で
初
め
て
の
水

素
（
１
０
０
％
）
専
焼
が

可
能
な
貫
流
ボ
イ
ラ
（
圧

力
０
・　

Ｍ
Ｐ
ａ
、
蒸
発

９８

量
２
０
０
０
�
／
ｈ
、水

素
使
用
料
４
５
１
・
８
�

Ｎ
／
ｈ
）で
あ
る
。

　

水
素
を
安
全
に
取
り
扱

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞

【
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
】

業
界
初
の
運
転
時
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ

水
素
燃
料
貫
流
ボ
イ
ラ三

浦
工
業
株
式
会
社

【連絡先】
三浦工業株式会社

新事業開発・熱利用事業本部
〒 108-0074 東京都港区高輪 2-15-35 

三浦高輪ビル 1F
TEL 03-5793-1060 / FAX 03-5793-1040
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水素燃焼バーナや制御技術を開発
副生水素をボイラ燃料に利用

将来は再エネ起源ＣＯ２フリー水素を
脱炭素を目指す水素社会の実現に貢献

と
し
た
発
電
所
現
場
見

学
会
の
実
施
や
地
元
行

事
へ
の
積
極
的
な
参
加

な
ど
、
様
々
な
場
面
で
の

地
元
と
の
密
接
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

っ
て
い
る
。

経済産業大臣賞
【地域共生部門】
豊橋市バイオマス資源利活用施設整備・運営事業
　豊橋市上下水道局
【導入活動部門】
高効率帯水層蓄熱冷暖房システムの導入
　日本地下水開発 (株 )
【分散型新エネルギー先進モデル部門】
竹とバークを燃料としたORC熱電併給設備によるバイオマス
エネルギーの有効活用
　バンブーエナジー (株 )

資源エネルギー庁長官賞
【地域共生部門】
ローカルから発信 ! 持続可能なエネルギー地産地消・経済循環
モデル
　ローカルエナジー (株 )、米子市、境港市
【分散型新エネルギー先進モデル部門】
卒 FIT 電力を活用した RE100 と顧客サービスの両立
　積水ハウス (株 )
【商品・サービス部門】
世界最小サイズの高効率家庭用燃料電池 「エネファームミニ」
　京セラ (株 )、ダイニチ工業 (株 )、パーパス (株 )
【商品・サービス部門】
独自 AI で実現 ! 人に寄り添うエネマネサービス 「COCORO 
ENERGY」
　シャープ（株）

新エネルギー財団会長賞
【地域共生部門】
「F- グリッド」を核としたスマートコミュニティ事業
　F- グリッド宮城・大衡有限責任事業組合
【地域共生部門】
震災復興に貢献する釜石市スマートコミュニティ
　(株 ) 建設技術研究所、釜石市、釜石瓦斯 (株 )

令和 2年度「新エネ大賞」 その他の受賞リスト令和 2年度「新エネ大賞」 その他の受賞リスト

【地域共生部門】
浜松市の地域特性を生かした地産地消分散型エネルギー事業
 ( 浜松グリッド 8）
　(株 ) シーエナジー、浜松市、(株 ) 浜松新電力
【地域共生部門】
静岡市エネルギーの地産地消事業
　静岡市、鈴与商事 (株 )
【地域共生部門】
官民連携で進める、地産電源を活用した持続可能な地域社会
 「マチごとエコタウン所沢」
　(株 ) ところざわ未来電力、所沢市
【導入活動部門】
自然エネルギー 100% 大学 ( 電力 ) の達成
　千葉商科大学
【導入活動部門】
かつての地域シンボル廃止発電所の再生と水資源の有効活用
　三峰川電力（株）
【分散型新エネルギー先進モデル部門】
卒 FIT 世帯を対象とした余剰電力買取事業者向け 「余剰電力予
測サービス」
(一財 ) 日本気象協会

審査委員長特別賞
【地域共生部門】
地元関連企業が一体となって地域の課題解決に取り組む 「五島モデル」
　五島風力発電 (株 )、( 有 )イー・ウィンド、五島市民電力 (株 )

う
た
め
に
逆
火
防
止
器
や

窒
素
パ
ー
ジ
な
ど
の
対
策

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
素
燃
焼
特
性

に
対
応
し
た
水
素
燃
焼

バ
ー
ナ
の
開
発
や
水
素
量

の
変
動
に
対
し
て
追
従
さ

せ
る
制
御
技
術
を
開
発
し

て
い
る
。
将
来
的
に
は
Ｃ
Ｏ

２
フ
リ
ー
水
素
の
利
用
が

期
待
で
き
る
も
の
と
し
て
評

価
さ
れ
た
。

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

　

水
素
は
燃
焼
時
の
生
成

物
が
水
の
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
の
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

水
素
は
様
々
な
１
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
製
造
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
特
に

ソ
ー
ダ
業
界
や
石
油
化
学

業
界
で
は
製
品
製
造
に
お

け
る
副
生
ガ
ス
と
し
て
水

素
が
発
生
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
副
生
水
素
を

ボ
イ
ラ
燃
料
に
利
用
す
る

こ
と
で
、
既
存
燃
料
（
化
石

燃
料
）
の
使
用
量
を
削
減

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

合
わ
せ
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

も
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
作

る
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
な
水
素
の

利
用
な
ど
が
増
え
る
と
予

測
さ
れ
、
脱
炭
素
時
代
の

熱
源
と
し
て
水
素
燃
料
ボ

イ
ラ
の
需
要
は
高
ま
っ
て
く

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

広
く
熱
源
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
貫
流
ボ
イ
ラ
に

お
い
て
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
が
可
能
な
本

製
品
は
脱
炭
素
を
目
指

す
水
素
社
会
の
実
現
に
貢

献
で
き
る
。

サービスフロー（卒 FIT オーナー /寄付者）

通常の卒 FIT 買取との違い

卒 FIT の寄付に関するアンケート調査

山葵沢地熱発電所

地熱発電所設備概念図（ダブルフラッシュ方式）

二次蒸気輸送管
送電線へ

一次蒸気輸送管サイレンサー

サイレンサー

気水分離機

一次熱水輸送管

ニ相流体輸送管
サイレンサー

薬注

生産井

二次熱水輸送管

主変圧器

発電機

取水場

原水ポンプ

原水
タンク

復水器

電力
会社

ガス抽出機

循環水ポンプ 外気 冷却塔
外気

冷却水
オーバーフロー

還元熱水輸送管
熱水還元ポンプ

熱水ピット
熱水還元ポンプ

還元井

凡　例

二相流体

蒸気

熱水

水
排ガス

電気

再生可能エネルギー

太陽光 　　   　　　 風力

ソーダ製造における副生水素
2NaCl ＋ 2H2O→ 2NaOH＋ Cl2＋H2

�工場における副生水素

�都市ガスからの改質�再生可能エネルギーからの水電解

水の電気分解のしくみ

H2O→O2＋H2

電池 酸素水素

改質装置H2
H2

CH4＋ 2H2O→CO2＋ 4H2

H2

電解質水溶液電解質水溶液

電流

H2 O2

陽極
（＋）

陰極
（－）
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気
圧
力
設
定
の
自
動
切

替
機
能
（
排
熱
ボ
イ
ラ
が

貫
流
ボ
イ
ラ
よ
り
高
い

蒸
気
圧
力
と
す
る
機
能
）

を
搭
載
し
、
排
熱
利
用
率

向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

タ
ー
ボ
冷
凍
機
運
転

中
に
他
の
熱
源
機
へ
切

替
え
に
よ
る
下
げ
デ
マ

ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
機
能

を
有
し
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
等

の
予
測
を
踏
ま
え
た
事

前
判
断
と
熱
源
機
切
替

が
自
動
で
可
能
だ
。

　

需
要
側
と
供
給
側
か

ら
構
成
さ
れ
る
会
議
体

お
よ
び
性
能
検
証
・
評
価

会
議
体
を
構
築
し
、
計
画

段
階
か
ら
運
用
段
階
ま

で
一
貫
し
た
エ
リ
ア
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
う
体
制
を
構
築
、

目
標
達
成
に
向
け
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
践

し
て
い
る
。

　

Ⅰ
街
区
と
Ⅱ
街
区　

　

一
体
と
な
っ
た
エ　

　

リ
ア
エ
ネ
ル
ギ
ー　

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

２
０
１
４
年
に
完
成

し
た
Ⅰ
街
区
の
第
一
プ

ラ
ン
ト
と
２
０
１
８
年

完
成
の
Ⅱ
街
区
の
第
二

プ
ラ
ン
ト
を
情
報
と
熱

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
連

携
、
地
区
全
体
の
電
力
予

測
、
熱
予
測
を
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
�

で
行
い
、
予
測
に

基
づ
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

最
適
化
で
、
地
区
全
体
の

環
境
性
お
よ
び
防
災
性

を
実
現
し
て
い
る
。

　

時
々
刻
々
変
化
す
る

熱
・
電
力
負
荷
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
力
、

の
自
動
切
替
制
御
を
行

い
、
１
系
・
２
系
の
高
圧

母
線
間
の
電
力
回
り
込

み
に
よ
る
特
高
変
圧
器

の
逆
流
ロ
ス
を
防
止
し

て
い
る
。

　

蒸
気
量
実
績
値
と
連

動
し
た
貫
流
ボ
イ
ラ
蒸

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
な

く
、
効
率
よ
く
調
達
す
る

べ
く
、
最
新
の
情
報
技
術

を
用
い
た
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
�

を
開
発
・
利
用
す
る

こ
と
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
技
術
、
高

効
率
機
器
の
導
入
、
排
熱

利
用
最
大
化
に
資
す
る

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
関
す
る

最
新
技
術
と
運
用
技
術
、

更
に
、
ス
ペ
ー
ス
ま
で
踏

ま
え
計
画
す
る
こ
と
で
、

本
地
区
で
最
新
の
ス
マ

エ
ネ
を
構
築
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
活　

　

用
し
た
シ
ス
テ
ム　

　

効
率
向
上
な
ど
の　

　

取
組
み

　

歩
行
者
デ
ッ
キ
の
屋

根
に
設
置
し
た
太
陽
熱

パ
ネ
ル
か
ら
の　

℃
レ

９０

ベ
ル
の
温
水
を
コ
ー
ジ

ェ
ネ
排
温
水
と
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
太
陽
熱

を
年
間
通
し
て
安
定
的

に
利
用
可
能
な
熱
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。

　

利
用
の
難
し
い
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
の
低
温
排
熱

を
需
要
家
外
調
機
の
暖

房
予
熱
に
利
用
し
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
総
合
効
率
向

上
な
ど
に
貢
献
し
て
い

る
。

　

Ⅱ
街
区
の
電
力
負
荷

予
測
か
ら
コ
ー
ジ
ェ
ネ

の
高
圧
母
線
の
接
続
先

界
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
解
決
手
段
と
し

て
ス
マ
エ
ネ
を
構
築
、
新

た
に
開
発
し
た
Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
�（Sm

artEnerg
y
N
etw
ork
Energy

M
a

nagem
entSystem

）
を

活
用
し
、
情
報
を
一
括
管

理
、
制
御
す
る
こ
と
で
、

本
地
区
全
体
の
環
境
性

お
よ
び
防
災
性
の
両
立

を
持
続
的
に
実
現
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

災
害
に
強
い
自
立　

　

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ　

　

ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

街
づ
く
り
に
お
い
て
、

災
害
時
に
も
平
常
時
と

変
わ
ら
な
い
状
態
に
し

て
い
き
た
い
と
の
需
要

家
側
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
、

災
害
時
に
必
要
な
電
気

と
熱
を
１
０
０
％
、　

時
７２

間
以
上
継
続
供
給
可
能

な
シ
ス
テ
ム
を
目
指
す

こ
と
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
電
力
運
用
の

柔
軟
性
を
確
保
す
る
た

め
、
非
常
用
発
電
機
と

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
同
期
し

て
運
用
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

Ⅰ
・
Ⅱ
街
区
間
連
携　

　

に
よ
る
コ
ー
ジ
ェ　

　

ネ
の
運
転
最
適
化
・　

　

排
熱
利
用
の
最
大
化

　

都
市
の
開
発
が
段
階

的
に
行
わ
れ
る
本
地
区

に
お
い
て
、
街
に
必
要
な

み
合
わ
せ
、
地
区
全
体
で

熱
・
電
気
・
情
報
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
ス
マ
ー
ト
エ

ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
を
構
築
。
需
給
の
一

体
運
用
を
行
い
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
最
適
に
制
御
す

る
こ
と
で
地
区
全
体
の

省
エ
ネ
・
環
境
性
を
図
る

と
と
も
に
、
非
常
時
に
は

非
常
用
発
電
機
と
コ
ー

ジ
ェ
ネ
を
連
系
さ
せ
、
停

電
・
断
水
時
で
も
必
要
な

電
力
・
熱
の
１
０
０
％

（　

時
間
以
上
）
を
供
給

７２
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
機

能
の
強
化
も
実
現
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
エ
ネ　
　

　

ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト　
　

　

ワ
ー
ク
（
ス
マ
エ
ネ
）

　

の
構
築

　

こ
れ
ま
で
は
、
建
物
単

体
、
プ
ラ
ン
ト
単
体
で
の

省
エ
ネ
を
推
進
し
て
き

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で

は
、
建
物
毎
の
考
え
方
、

管
理
手
法
が
異
な
り
、
街

と
し
て
省
エ
ネ
を
継
続

的
に
効
果
的
に
最
大
限

実
現
し
て
い
く
に
は
限

ぎ
わ
い
を
生
む
オ
フ
ィ

ス
・
商
業
、
ホ
テ
ル
を
配

し
た
複
合
ビ
ジ
ネ
ス
拠

点
と
な
る
ｍ
ｓ
ｂ　

Ｔ

ａ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
（
ム
ス
ブ

田
町
）
の
開
発
を
行
っ
て

き
た
。

　

Ⅱ
街
区
内
一
括
受
電

に
よ
り
導
入
可
能
と
な

っ
た
大
規
模
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
（
１
�

0
0
0
×
５
台
）
を
設

置
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
と

隣
接
す
る
Ｉ
街
区
の
プ

ラ
ン
ト
で
活
用
す
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
未

利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
組

　

ま
た
、
停
電
・
断
水
・

豪
雨
・
水
害
な
ど
様
々
な

ケ
ー
ス
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

確
保
に
向
け
た
対
策
を

講
じ
て
お
り
、
災
害
時
に

も
地
域
全
体
に
必
要
な

電
気
・
熱
を
１
０
０
％
、

　

時
間
以
上
継
続
的
に

７２供
給
で
き
る
。

　

本
地
区
の
駅
側
の
新

た
な
都
市
の
拠
点
ゾ
ー

ン
（
Ⅱ
街
区
）
で
は
、
に

　

田
町
駅
東
口
北
地
区

で
は
、２
０
０
７
年
か
ら

東
京
都
港
区
と
連
携
し
、

環
境
性
に
優
れ
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
き
た
。
２
つ
の
街

区
（
ゾ
ー
ン
）
に
そ
れ
ぞ

れ
設
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
を
熱
融
通
配

管
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
連
携
し
、
地
域
全
体

で
最
適
な
電
気
・
熱
の
供

給
を
実
施
し
て
い
る
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
発
電
・
排

熱
出
力
を
地
区
全
体
で

予
測
。
Ⅰ
・
Ⅱ
街
区
間
の

双
方
向
熱
融
通
を
踏
ま

え
、
プ
ラ
ン
ト
Ｃ
Ｏ
Ｐ
や

排
熱
利
用
率
が
最
も
高

く
な
る
熱
源
機
等
の
最

適
運
転
計
画
を
立
案
し
、

自
動
運
転
を
行
っ
て
い

る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
�

が
需

要
側
の
冷
温
水
温
度
設

定
・
温
度
差
・
流
量
お
よ

び
空
調
機
温
度
設
定
等

に
介
在
、
電
気
・
熱
負
荷

を
抑
制
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
非　

　

常
用
発
電
機
を
組　

　

み
合
わ
せ
た
レ
ジ　

　

リ
エ
ン
ス
の
向
上

　

需
要
家
の
非
常
用
発

電
機
と
プ
ラ
ン
ト
の
Ｂ

Ｏ
Ｓ
機
能
を
持
つ
コ
ー

ジ
ェ
ネ
と
の
連
系
制
御

に
よ
り
、
需
要
家
が
非
常

時
の
事
業
継
続
に
必
要

な
１
０
０
％
の
電
力
を

供
給
可
能
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ

と
の
連
系
に
よ
り
、
非
常

用
発
電
機
容
量
を
削
減

し
て
い
る
ほ
か
、
都
市
ガ

ス
を
燃
料
と
す
る
コ
ー

ジ
ェ
ネ
を
使
用
す
る
こ

と
で
非
常
用
発
電
機
の

燃
料
で
あ
る
「
重
油
」
も

節
約
で
き
、
非
常
時
の
燃

料
調
達
に
も
余
裕
を
持

た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

熱
に
つ
い
て
も
、
Ⅰ
街

区
と
Ⅱ
街
区
の
停
電
状

況
に
応
じ
た
熱
源
機
の

運
転
切
替
え
に
よ
り
、
柔

軟
な
熱
供
給
の
継
続
が

可
能
と
な
っ
た
。

理
事
長
賞

理
事
長
賞

東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

東
京
ガ
ス
不
動
産
株
式
会
社

三
井
不
動
産
株
式
会
社

三
菱
地
所
株
式
会
社

株
式
会
社
日
本
設
計

環
境
性
と
防
災
性
を
両
立
・
継
続
す
る

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
組

〜
田
町
駅
東
口
北
地
区（
Ⅱ
街
区
）m

s
b
T
a
m
a
c
h
i

へ
の
導
入
事
例
〜

　

東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社（
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）は
、こ
の
ほ
ど
、「
環
境
性

と
防
災
性
を
両
立
・
継
続
す
る
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
組
〜
田
町
駅
東
口
北
地

区
（
�

街
区
）m

sb
Tam
achi

へ
の
導
入
事
例
〜
」

で
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大
賞
最
高
位
の
理
事
長
賞
「
民
生

用
部
門
」
を
東
京
ガ
ス
不
動
産
株
式
会
社
、
三
井

不
動
産
株
式
会
社
、
三
菱
地
所
株
式
会
社
、
株
式

会
社
日
本
設
計
と
共
同
で
受
賞
し
た
。
ま
た
、
Ｔ

Ｇ
Ｅ
Ｓ
は
「
産
業
用
部
門
」
で
も
清
原
工
業
団
地

の
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
で
理

事
長
賞
を
受
賞
し
、
は
じ
め
て
２
件
同
時
に
理
事

長
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

大
規
模
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
設
置

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
と
再
エ
ネ
・
未
利
用
エ
ネ
組
合
せ

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

新
た
に
開
発
し
た
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
�

で
情
報
も
一
括
管
理

災
害
時
に
必
要
な
電
気
と
熱
を　

％
、　

時
間
以
上
継
続
供
給

１００

７２

民
生
用
部
門

民
生
用
部
門

ＳＥＮＥＭＳ�で地区全体の電力予測、熱予測

予測に基づいてエネルギー最適化
最適運転計画を立案、自動運転へ

建物外観

原動機（ガスエンジン 1,000�× 5台）

TGESはコ－ジェネ大賞 9年連続受賞！TGESはコ－ジェネ大賞 9年連続受賞！
全国で累計 70万全国で累計 70万��と実績日本一！と実績日本一！

2020 年度は理事長賞をW（ダブル）受賞！2020 年度は理事長賞をW（ダブル）受賞！

システムフロー図
SENEMS �

�街区

電気電気

中圧ガス中圧ガス

太陽太陽

電気電気

中圧ガス中圧ガス

太陽太陽

�街区

田町スマートエネルギーセンター
第二プラント（2P)

田町スマートエネルギーセンター
第一プラント（1P)
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②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

　

独
立
し
た
電
力
グ　

　

リ
ッ
ド
と
大
容　
　

　

量
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に　

　

よ
る
B
C
P
運
転

　

独
自
の
自
営
線
網
と

大
容
量
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

設
置
お
よ
び 　

時
間
常

24

駐
の
運
転
管
理
体
制
を

持
ち
、
系
統
の
長
期
停
電

の
際
で
も
自
立
運
転
に

　

ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー　

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

　

既
存
の
工
業
団
地
に

て
熱
と
電
気
を
使
用
す

る
異
業
種
の
複
数
事
業

者
と
エ
ネ
マ
ネ
事
業
者

が
連
携
し
、
需
要
場
所
の

近
傍
に
、
共
同
利
用
す
る

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
核
と
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
、
自
営
線
、
地
域
熱

導
管
か
ら
な
る
独
自
イ

ン
フ
ラ
を
新
設
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
に
よ
り
送
電
ロ
ス

の
極
小
化
と
排
熱
利
用

の
最
大
化
に
よ
る
大
幅

な
省
エ
ネ
を
実
現
と
す

る
と
と
も
に
、
長
期
停
電

に
も
電
力
と
熱
を
供
給

す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

　

S
E
N
E
M
S
�　
　

　

に
よ
る
作
る
側
・
使　

　

う
側
の
一
体
管
理

　

清
原
S
E
C
共
同
組

合
を
設
立
し
、
エ
ネ
マ
ネ

事
業
者
と
共
同
事
業
者

が
一
体
と
な
り
、
S
E
N

E
M
S
�

活
用
に
よ
り
作

る
側
・
使
う
側
の
運
転
実

績
を
双
方
で
共
有
す
る

こ
と
で
、
熱
電
バ
ラ
ン
ス

最
適
化
に
よ
る
余
剰
排

熱
の
有
効
利
用
を
促
進

し
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ　
　

　

ル
ギ
ー
の
導
入

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
併

設
。
再
エ
ネ
の
天
候
に
よ

る
発
電
出
力
変
動
は
、
出

力
調
整
で
き
る
コ
ー
ジ

ェ
ネ
に
よ
り
全
て
吸
収

し
、
商
用
系
統
へ
の
影
響

を
極
小
化
し
て
い
る
。

清
原
工
業
団
地
に
主
要

な
生
産
拠
点
を
置
き
、
こ

れ
ま
で
継
続
し
て
省
エ

ネ
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
更
な
る
省
エ
ネ
・
低

炭
素
化
に
よ
る
地
球
温

暖
化
対
策
の
強
化
、
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
向
上
の
抜
本

的
な
対
策
を
模
索
し
て

い
た
。

　

ま
た
、
東
京
ガ
ス
グ

ル
ー
プ
は
、
I
C
T
活
用

に
よ
る
高
度
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
に
よ
る
環
境

性
、
防
災
性
に
優
れ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
基
盤
の

構
築
が
で
き
る
「
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
田
町
や
豊
洲

な
ど
都
市
部
に
お
い
て

展
開
し
て
い
る
が
、
産
業

分
野
で
も
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
検
討

を
進
め
て
い
た
。

　

一
方
で
、
地
元
自
治
体

の
栃
木
県
で
は
、
2
0
1

4
年
度
に
「
と
ち
ぎ
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
」
を
策
定

し
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
省
エ

ネ
で
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
を
目
標
の
一
つ

に
掲
げ
て
い
た
。

　

そ
の
代
表
的
な
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
清

原
工
業
団
地
を
核
と
す

る
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
循
環
型
地
域
活
性

化
モ
デ
ル
の
構
想
を
ま

と
め
、
総
務
省
の
「
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ

ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
て

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定
し
た
。
立
地
す
る
企
業

へ
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
、
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
の
有
効
性
を
示
す

こ
と
で
実
現
に
向
け
た

雰
囲
気
を
醸
成
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
自
治
体

の
力
強
い
後
押
し
の
も

と
、
環
境
負
荷
の
低
減
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
高
い
意
識
を

持
つ
カ
ル
ビ
ー
、
キ
ヤ
ノ

ン
、
久
光
製
薬
の
3
社

が
、
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

導
入
な
ど
の
実
績
を
持

つ
東
京
ガ
ス
お
よ
び
東

京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
と
連
携
し
、
内
陸
型
工

業
団
地
内
の
複
数
事
業

所
間
で
電
力
と
熱
（
蒸

気
・
温
水
）
を
共
同
利
用

す
る
国
内
初
の
「
工
場
間

一
体
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
」
と
し
て
、「
清
原
工

業
団
地
ス
マ
エ
ネ
事
業
」

は
誕
生
し
た
。

　

複
数
事
業
所
と
エ　

　

ネ
マ
ネ
事
業
者
の　

　

連
携
に
よ
る
ス
マ

需
要
状
況
が
異
な
る
７

つ
の
事
業
所
で
使
用
す

る
電
気
と
熱
の
情
報
を

集
約
し
、
需
要
変
動
に
応

じ
た
最
適
運
用
を
お
こ

な
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効

率
的
な
運
用
を
促
進
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
継
続
的
な
シ
ス

テ
ム
全
体
の
最
適
運
用

に
よ
る
省
エ
ネ
促
進
、
災

害
に
強
い
中
圧
導
管
に

よ
る
ガ
ス
供
給
と
Ｂ
Ｏ

Ｓ
仕
様
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ

運
用
の
追
求
に
よ
っ
て

可
能
と
な
る
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
事
業
活
動
に
よ

り
、
生
み
出
さ
れ
る
製
品

価
値
を
高
め
て
い
る
。

　

導
入
経
緯

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
の
重
要
性
が
強
く

認
識
さ
れ
た
東
日
本
大

震
災
後
も
、
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
を
発
端
と
す

る
全
道
停
電
発
生
、
さ
ら

に
は
地
球
温
暖
化
を
背

景
と
す
る
異
常
気
象
の

増
加
に
と
も
な
う
大
規

模
風
水
害
リ
ス
ク
の
高

ま
り
も
あ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
盤
の
強
靭
化
、
低

炭
素
社
会
の
さ
ら
な
る

促
進
は
産
業
分
野
の
事

業
者
に
お
い
て
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

カ
ル
ビ
ー
、
キ
ヤ
ノ

ン
、
久
光
製
薬
の
3
社

は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の

中
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
の

木
県
に
お
け
る
工
業
団

地
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
や
気

候
変
動
に
伴
う
自
然
災

害
リ
ス
ク
の
高
ま
り
を

背
景
に
、
本
工
業
団
地
内

に
お
い
て
隣
接
す
る
異

業
種
の
複
数
需
要
家
（
３

業
種
・
７
事
業
所
）
が
協

力
・
連
携
し
、
エ
ネ
マ
ネ

事
業
者
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担

う
こ
と
で
、
高
効
率
な
大

型
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
核
と

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
、
電
力
自
営
線
、
地

域
熱
導
管
、
通
信
線
か
ら

な
る
独
自
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
新
た
に
構
築

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
単
独
事

業
所
で
は
実
現
困
難
な

約　

％
の
省
エ
ネ
と
省

２０
Ｃ
Ｏ
２
の
効
果
と
、
大
規

模
災
害
な
ど
に
よ
る
長

期
停
電
時
も
電
力
と
熱

を
供
給
継
続
で
き
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
盤
の
強
靭

化
を
実
現
し
た
。

　

最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
り
、

ネ
量
を
各
事
業
所
の
取

組
み
と
し
て
扱
い
、
実
態

に
即
し
た
評
価
を
受
け

て
い
る
。

　

概　

要

　

清
原
工
業
団
地
は
、
栃

木
県
な
ら
び
に
宇
都
宮

市
街
地
開
発
組
合
が
１

９
７
１
年
よ
り
用
地
取

得
・
造
成
・
分
譲
等
を
行

い
、
現
在　

社
、
１
組
合

３５

が
立
地
し
て
い
る
。

　

総
面
積
は
３
８
８
�

で
、
内
陸
型
工
業
団
地
と

し
て
は
国
内
最
大
の
規

模
を
有
し
、
宇
都
宮
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
の
中
心
的
役

割
を
担
う
と
と
も
に
、
栃

で
、
単
独
事
業
所
で
は
難

し
い
大
幅
な
省
エ
ネ
・
省

Ｃ
Ｏ
２
（
約　

％
の
省
エ

２０

ネ
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
）
を
実

現
し
た
。

　

な
お
、
同
事
業
は
経
済

産
業
大
臣
よ
り
「
連
携
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
の
認

定
制
度
」
の
適
用
を
受
け

て
お
り
、
連
携
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
大
幅
な
省
エ

　

同
事
業
で
は
、
清
原
ス

マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
の
高
効
率
大
型

ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
・
太
陽

光
発
電
・
ボ
イ
ラ
に
よ
っ

て
効
率
的
に
つ
く
ら
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
電

力
自
営
線
と
熱
導
管
を

通
し
て
利
用
す
る
こ
と
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経　産　新　報 ［コ－ジェネ大賞 2020］

理
事
長
賞

理
事
長
賞
産
業
用
部
門

産
業
用
部
門

カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社

キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社

久
光
製
薬
株
式
会
社

東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

内
陸
型
工
業
団
地
と
し
て
国
内
最
大
規
模

国
内
初
の「
工
場
間
一
体
省
エ
ネ
事
業
」誕
生

分
散
型
シ
ス
テ
ム
で「
省
エ
ネ
・
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」に
貢
献

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
�

に
よ
る
作
る
側
・
使
う
側
を
一
体
管
理

既
存
工
業
団
地
で
の
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
よ
る
地
域
防
災
性
・
環
境
性
の
向
上

〜
清
原
工
業
団
地
へ
の
導
入
事
例
〜

コージェネを核とするスマートエネルギーセンター
自営線、地域熱導管からなる独自インフラ

熱電バランス最適化、２４時間常駐の運転管理体制
長期停電にもコージェネのブラックアウトスタートで対応

よ
り
全
7
需
要
家
へ
電

力
及
び
熱
供
給
を
行
う

こ
と
が
可
能
だ
。

　

系
統
の
長
期
停
電
に

て
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
停
止

し
た
場
合
、
非
常
用
発
電

機
の
起
動
に
よ
り
コ
ー

ジ
ェ
ネ
補
機
を
起
動
、
そ

の
後
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
立

ち
上
げ
る
B
O
S
機
能

を
有
す
る
。
ま
た
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
燃
料
に
は
災

害
に
強
い
中
圧
ガ
ス
を

使
用
し
て
い
る
。

　

長
期
停
電
時
の
上
水

供
給
途
絶
に
備
え
て
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
冷
却
に

は
空
気
で
冷
却
す
る
ラ

ジ
エ
ー
タ
方
式
を
採
用

し
て
い
る
。

　

国
・
地
元
自
治
体
の　

　

協
力
・
支
援
と
制
度　

　

の
活
用

　

栃
木
県
は
、
総
務
省
の

「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
て
導
入
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
立
地
促
進
補

助
金
」
と
い
う
新
た
な
制

度
を
策
定
し
事
業
を
後

押
し
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
宇
都
宮
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
に
基
づ
き
、
宇
都
宮

市
が
道
路
占
用
な
ど
積

極
的
に
協
力
し
て
い
る
。

省
エ
ネ
法
の
新
制
度
「
連

携
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画

の
認
定
制
度
」
の
認
定
を

取
得
し
、
同
事
業
に
よ
っ

て
削
減
し
た
省
エ
ネ
量

は
、
各
事
業
所
の
取
り
組

み
と
し
て
実
態
に
即
し

て
そ
れ
ぞ
れ
が
適
正
に

評
価
さ
れ
定
期
報
告
書

へ
反
映
可
能
で
あ
る
。

　

カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
、
キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
、

久
光
製
薬
株
式
会
社
、東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
（
Ｔ
Ｇ
Ｅ

Ｓ
）
が
、
宇
都
宮
市
の
清
原
工
業
団
地
に
て
取
組

ん
で
い
る「
清
原
工
業
団
地
ス
マ
エ
ネ
事
業
」が
、

一
般
財
団
法
人
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
高
度
利
用
セ
ン
タ
ー
よ
り
コ
ー
ジ
ェ
ネ

大
賞
最
高
位
の
理
事
長
賞
を
受
賞
し
た
。

原動機（ガスエンジン 5,770�× 6台）

建物外観

コ－ジェネ大賞 2020 その他の受賞リストコ－ジェネ大賞 2020　その他の受賞リスト

民生用部門
優秀賞
☆大阪梅田ツインタワーズ・サウスにおけるコージェネによるBCP・省エネの実現 (大阪府大阪市 )
　　阪神電気鉄道株式会社　阪急電鉄株式会社　株式会社竹中工務店　Daigas エナジー株式会社
☆復興まちづくりに貢献するコージェネ－福島県新地町スマートコミュニティ事業－ (福島県新地町 )
　　京葉プラント　エンジニアリング株式会社　日本環境技研株式会社　株式会社NTTファシリティーズ

特別賞
☆公共建築かつ複合用途建物における熱の面的利用と安心安全なエネルギーシステムの構築と運用
　－渋谷区新庁舎・公会堂への導入事例－ (東京都渋谷区 )
　　渋谷区役所　三井不動産レジデンシャル株式会社　株式会社日本設計　東京ガスエンジニアリングソリューションズ株式会社
☆コージェネ更改により発電出力を大幅に増加させ、BCP強化と省エネ性の向上を実現
　－田町駅東口地区グランパークエリアでの改善事例－ (東京都港区 )
　　株式会社ディ・エイチ・シー・東京　NTT都市開発株式会社　日比谷総合設備株式会社
　　東京ガスエンジニアリングソリューションズ株式会社
☆環境性能とBCPを両立した関西エリア初の放送局向け停電対応コージェネの導入
　－読売テレビ新社屋への導入事例－ (大阪府大阪市 )
　　讀賣テレビ放送株式会社　株式会社竹中工務店　Daigas エナジー株式会社

産業用部門
優秀賞
☆排熱を地域熱供給に利用する都市型発電所の実現
　－北ガス札幌発電所における電源コージェネの導入－ (北海道札幌市 )
　　北海道ガス株式会社　株式会社日本設計
☆天然ガスと既設の蒸気タービンを有効活用した高効率のガスタービンコンバインドサイクルの導入による SDGs への貢献
　－興人ライフサイエンス株式会社佐伯工場への導入事例－ (大分県佐伯市 )
　　三菱商事ライフサイエンス株式会社　興人ライフサイエンス株式会社　日鉄エンジニアリング株式会社
☆ガスタービンコージェネの徹底的な排熱回収による省エネの実現
　－大津板紙株式会社本社工場での改善事例－ (滋賀県大津市 )
　　大津板紙株式会社　Daigas エナジー株式会社

特別賞
☆鳥取市電力地産地消プロジェクト
　－秋里下水終末処理場での消化ガス発電－ (鳥取県鳥取市 )
　　ヤンマーエネルギーシステム株式会社　株式会社とっとり市民電力　鳥取ガス株式会社　株式会社神鋼環境ソリューション
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☆GT更新に伴うエネルギーの面的融通と新規開発の回転数制御ガス圧縮機による省エネ推進
　－東邦化学工業株式会社追浜工場での改善事例－ (神奈川県横須賀市 )
　　東邦化学工業株式会社

技術開発部門
理事長賞
☆高効率 2段過給KG-18-T グリーンガスエンジンの開発
　　川崎重工業株式会社

優秀賞
☆世界最小サイズの高効率家庭用燃料電池「エネファームミニ」
　　京セラ株式会社　ダイニチ工業株式会社　パーパス株式会社

特別賞
☆家庭用固体酸化物形燃料電池「エネファーム typeS」の開発
　　大阪ガスマーケティング株式会社　大阪ガス株式会社　アイシン精機株式会社　京セラ株式会社
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編
集
後
記

▽
2
0
1
5
年
9
月
の
国

連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ

た
S
D
G
s
（
エ
ス
・
デ

ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）
は
、
国

連
加
盟
1
9
3
か
国
が
2

0
1
6
年
か
ら
2
0
3
0

年
の　

年
間
で
達
成
す
る

15

た
め
に
掲
げ
た
目
標
だ
。

そ
の
S
D
G
s
の
7
〜　
12

の
目
標
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
、
働
き
が
い
や
経
済

成
長
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど

の
開
発
目
標
。
こ
の
分
野

こ
そ
日
本
が
先
頭
を
目
指

し
、
世
界
に
貢
献
し
て
い

く
分
野
で
は
な
い
か
。

▽
日
本
は
「
２
０
５
０
年

に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
す
る
」
と
宣
言
し

だ
。
今
号
で
は
、「
優
秀

省
エ
ネ
機
器
・
シ
ス
テ
ム

表
彰
」、「
新
エ
ネ
大
賞
」、

「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大
賞
」
を

特
集
し
た
が
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献
が

期
待
で
き
る
技
術
開
発
は

着
々
と
進
ん
で
い
る
と
感

じ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

▽
日
本
の
各
地
で
、
省
エ

ネ
が
徹
底
さ
れ
、
再
エ
ネ

が
最
大
限
の
導
入
さ
れ

た
、
災
害
に
も
強
い
強
靭

な
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ

た
ま
ち
づ
く
り
に
取
組
ん

で
い
く
こ
と
が
、
産
業
と

技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く

り
、
雇
用
を
創
出
し
、
地

方
を
再
生
し
、
持
続
可
能

な
日
本
社
会
創
生
に
つ
な

が
る
と
思
う
。
国
や
自
治

体
は
そ
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
で
、
S
D
G
s
が
掲

げ
る
働
き
が
い
や
経
済
成

長
に
も
つ
な
げ
て
行
っ
て

ほ
し
い
。

▽
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

「
革
新
」「
新
機
軸
」「
刷

新
」
と
解
釈
し
て
い
る
方

が
多
い
よ
う
に
思
う
の
だ

が
（
私
も
そ
の
一
人
だ

が
）、
１
９
１
２
年
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
を

「
新
結
合
」
と
い
う
言
葉

で
提
唱
し
た
の
は
経
済
学

者
シ
ュ
ー
ペ
ン
タ
ー
。
今

あ
る
生
産
要
素
を
組
み
替

え
た
り
、
新
た
な
生
産
要

素
を
導
入
す
る
行
為
を
指

し
た
の
で
る
。
こ
れ
が
ダ

メ
な
ら
こ
っ
ち
で
や
っ
て

み
よ
う
、
あ
い
つ
の
考
え

も
取
り
入
れ
よ
う
、
何
の

事
は
な
い
、
普
段
や
っ
て

い
る
こ
と
が
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
言
え
る
。

▽
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
渦

で
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
い

て
は
座
し
て
死
を
待
つ
状

態
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
経
営
者
や
個
人

は
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
居
酒
屋
さ
ん
と
学

童
保
育
の
コ
ラ
ボ
な
ど
日

本
全
国
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
起
き
て
い
る
。
先
人

は
「
も
っ
と
も
つ
ら
い
状

態
こ
そ
自
分
の
力
を
引
き

出
し
て
く
れ
る
」
と
語
っ

た
。
今
こ
そ
こ
の
言
葉
を

信
じ
よ
う
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一
般
財
団
法
人

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
度
利
用
セ
ン
タ
ー

（
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財

団
）
は
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
シ
ス
テ
ム
の
有
効

性
を
社
会
に
広
め
、

普
及
を
促
進
す
る
目

的
で
、
新
規
性
・
先

進
性
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
に
優
れ
た
案

件
を
「
コ
ー
ジ
ェ
ネ

大
賞
」
と
し
て
毎
年

表
彰
し
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
度

は　

件
の
応
募
が
あ

３２
り
、
学
識
経
験
者
な

ど
に
よ
る
厳
正
な
審

査
の
結
果
、「
民
生
用

部
門
」
７
件
、「
産
業

用
部
門
」
６
件
、「
技

術
開
発
部
門
」
３
件

の
合
計　

件
を
選
定

１６

し
た
。 「コージェネ大賞 2020」「コージェネ大賞 2020」

16 件を選定16 件を選定
コージェネ財団コージェネ財団

システムフロー図

清原スマートエネルギーセンター

エネルギーマネジメントシステム

太陽光発電

ガスコ－ジェネレーションシステム

真空ボイラ

都市ガス

商用系統

大型の高効率CGSの導入大型の高効率CGSの導入 地域熱導管、電力自営線のインフラ構築地域熱導管、電力自営線のインフラ構築

データ収集
事業所

独自の
地域インフラ

電力自営線

地域熱導管
（蒸気・温水）

新宇都宮工場
清原工場
R&Dセンター

宇都宮工場
宇都宮光学機器事業所
光学技術研究所

宇都宮工場
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み
な
と
ア
ク
ル
ス
と
は

　

み
な
と
ア
ク
ル
ス
は
、

「
人
と
環
境
と
地
域
の

つ
な
が
り
を
育
む
ま
ち
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
駅
そ

ば
生
活
圏
内
に
多
様
な

都
市
機
能
を
集
積
し
た

ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
で
あ

る
。

　

開
発
エ
リ
ア
は
、
名
古

屋
都
心
と
港
を
結
ぶ
中

川
運
河
沿
い
の
東
邦
ガ

ス
の
工
場
跡
地
で
あ
り
、

地
元
へ
の
貢
献
、
地
域
の

発
展
の
一
助
と
な
る
た

め
に
、
地
域
の
持
続
的
な

発
展
と
環
境
調
和
型
社

会
の
実
現
に
向
け
た
低

炭
素
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

　

約　

�

の
敷
地
を
、
第

３３

Ⅰ
期
（
約　

�

）
と
第
Ⅱ

２２

期（
約　

�

）に
分
け
、順

１１

次
開
発
を
進
め
て
お
り
、

２
０
１
８
年
９
月
に
第

Ⅰ
期
ま
ち
び
ら
き
を
行

っ
た
。

　

同
社
は
、
こ
の
み
な
と

ア
ク
ル
ス
を
総
合
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
の
モ
デ
ル

地
区
と
位
置
づ
け
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
１

�
０
０
０
�

×
２
台
、
以

下
コ
ー
ジ
ェ
ネ
）
を
核

に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
未
利
用
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
組
み
合
わ
せ
、
商

業
施
設
、
集
合
住
宅
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
等
の
エ
リ

ア
内
の
各
施
設
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
管
理
し
な

が
ら
、
電
力
・
熱
を
一
括

供
給
し
て
い
る
。

　

電
力
・
熱
・
情
報
シ
ス

テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
た

先
進
の
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
エ
リ
ア
全
体
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
最
適
化
す

る
こ
と
で
、
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量　

％
、
Ｃ
Ｏ

４０

２
排
出
量　

％
削
減
（
１

６０

９
９
０
年
比
）の
目
標
値

を
ほ
ぼ
達
成
し
、
環
境
と

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

組
み
に
よ
る
先
進
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
る
。

　

災
害
発
生
時
は
、
エ
リ

ア
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
を
継
続
す
る
と
共
に
、

隣
接
す
る
港
区
役
所
に

非
常
用
電
力
を
供
給
す

る
等
、
Ｂ
Ｃ
Ｄ
（
事
業
継

続
地
区
）
も
実
現
し
、
地

域
防
災
に
資
す
る
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

も
貢
献
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入　

　

に
至
る
経
緯

　

東
日
本
大
震
災
、
電

力
・
ガ
ス
自
由
化
な
ど
を

踏
ま
え
、
低
炭
素
社
会
の

実
現
や
災
害
に
対
す
る

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
復
元

力
）
が
必
至
と
考
え
、
事

業
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

　

低
炭
素
性
と
災
害
対

応
性
に
優
れ
た
都
市
型

モ
デ
ル
と
し
て
、
ス
マ
ー

ト
タ
ウ
ン
を
実
現
す
る

こ
と
は
、
低
炭
素
社
会
に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

あ
る
べ
き
姿
の
ひ
と
つ

を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
た
め
、
自
立
分
散

型
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
低

炭
素
化
に
取
り
組
み
、
自

営
イ
ン
フ
ラ
網
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
よ

り
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
を
高
め
る
シ
ス
テ
ム

を
検
討
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
効
率
の

高
い
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
中

心
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
大
型
蓄
電
池
、
オ

フ
サ
イ
ト
か
ら
の
グ

リ
ー
ン
電
力
等
を
組
み

合
わ
せ
、
低
炭
素
性
・
災

害
対
応
性
・
経
済
性
に
優

れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
必
要
と

い
う
結
論
に
至
り
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
を
導
入
し
た
。

　

実
現
に
向
け
た　
　

　

コ
ン
セ
プ
ト

　

中
部
地
区
初
と
な
る

「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
タ

ウ
ン
の
実
現
」
に
む
け

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ

る
下
記
の
３
つ
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
掲
げ
た
。

○
コ
ン
セ
プ
ト
１
�
中
部

地
区
初
の
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
モ
デ
ル
地

区
の
実
現

○
コ
ン
セ
プ
ト
２
�
低
炭

素
街
区
（
ス
マ
ー
ト
タ
ウ

ン
）
の
実
現

○
コ
ン
セ
プ
ト
３
�
地
域

防
災
に
資
す
る
災
害
に

強
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な

ま
ち
の
実
現

　

中
核
都
市
に
お
け　

　

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の　

　

面
的
利
用
に
よ
る　

　

ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン　

　

の
モ
デ
ル
事
業

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
未
利
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
大
型
蓄
電

池
、
排
熱
活
用
シ
ス
テ

ム
、
家
庭
用
燃
料
電
池
を

組
み
合
わ
せ
、
エ
リ
ア
全

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一

元
管
理
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り
、

供
給
側
と
需
要
側
が
連

携
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

最
適
化
す
る
こ
と
で
、
低

炭
素
街
区
を
実
現
し
て

い
る
。

　

多
様
な
電
源
を
組　

　

み
合
わ
せ
た
エ
リ　

　

ア
内
の
電
力
供
給

　

排
熱
を
最
大
限
活
用

で
き
る
熱
電
バ
ラ
ン
ス

を
検
討
し
、
１
�
０
０
０

�

×
２
台
の
コ
ー
ジ
ェ

ネ
を
設
置
し
た
。
エ
リ
ア

内
の
年
間
電
力
量
の
約

　

％
を
供
給
し
て
い
る
。

３０
　

オ
フ
サ
イ
ト
か
ら

カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
電
力
１
�

０
０
０
�

を
安
定
的
に

受
け
入
れ
る
こ
と
で
低

炭
素
な
電
源
を
確
保
し
、

初
期
投
資
を
抑
制
し
た
。

　

大
型
蓄
電
池
で
あ
る

Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
（
定
格
出
力

６
０
０
�

、
容
量
４
�
３

２
０
ｋ
Ｗ
ｈ
）
を
導
入

し
、
負
荷
の
平
準
化
や
昼

間
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
、
非

常
時
の
電
力
調
整
な
ど

に
活
用
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
と

Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
の
組
み
合

わ
せ
は
日
本
初
で
あ
る
。

　

集
合
住
宅
全
戸
に
設

置
さ
れ
た
家
庭
用
燃
料

電
池
は
、　

時
間
定
格
で

２４

発
電
。
発
電
し
た
電
力

は
、
各
家
庭
で
優
先
的
に

使
用
し
、
余
剰
分
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
通

じ
て
ま
ち
の
各
施
設
で

利
用
す
る
こ
と
で
、
電
力

の
地
産
地
消
を
推
進
し

て
い
る
。

　

需
要
ピ
ー
ク
時
に
は

Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
か
ら
熱
・
電
力

の
下
げ
Ｄ
Ｒ
（
デ
マ
ン
ド

レ
ス
ポ
ン
ス
）
を
需
要
家

に
発
動
。
商
業
施
設
お
よ

び
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
て

熱
・
電
力
の
下
げ
Ｄ
Ｒ
効

果
を
確
認
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱　

　

の
カ
ス
ケ
ー
ド
利　

　

用
と
未
利
用
エ
ネ　

　

ル
ギ
ー
を
活
用
し　

　

た
高
度
熱
利
用

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
は
、

排
温
水
を
ジ
ェ
ネ
リ
ン

ク
（
排
熱
投
入
型
吸
収
冷

温
水
機
）
に
、
排
蒸
気
を

蒸
気
吸
収
式
冷
凍
機
に

利
用
し
た
後
、
さ
ら
に
熱

交
換
器
で
余
剰
排
熱
を

回
収
し
、
最
終
的
に
は
バ

イ
ナ
リ
ー
発
電
機
で
も

利
用
す
る
こ
と
で
排
熱

の
約　

％
を
活
用
し
て

９５

い
る
。

　

外
気
と
比
べ
て
温
度

変
動
が
少
な
い
運
河
水

を
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
熱

源
水
・
冷
却
水
と
し
て
有

効
活
用
し
、
機
器
単
体
の

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
約
２
割
削
減
し
て

い
る
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る　

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ　

　

ジ
メ
ン
ト

　

Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
、
各
施
設

の
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

と
連
携
し
、
エ
リ
ア
全
体

の
需
要
予
測
を
立
案
す

る
。
需
要
予
測
、
気
象
情

報
と
太
陽
光
発
電
出
力

予
測
を
も
と
に
、
省
エ

ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
・
省
コ
ス

ト
を
目
的
関
数
と
し
た

コ
ー
ジ
ェ
ネ
や
熱
源
機

等
の
最
適
運
転
計
画
、
蓄

電
池
の
充
放
電
計
画
を

作
成
す
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ

排
熱
を
有
効
利
用
し
、

ピ
ー
ク
時
か
ら
低
負
荷

時
ま
で
シ
ス
テ
ム
効
率

の
高
い
運
転
を
維
持
し

て
い
る
。

　

災
害
に
対
す
る
レ　

　

ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上

　

停
電
時
は
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
を
自
立
運
転
さ
せ
、
太

陽
光
発
電
お
よ
び
Ｎ
Ａ

Ｓ
電
池
が
連
系
し
、
非
常

用
電
力
を
エ
リ
ア
内
に

供
給
す
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が

保
安
負
荷
状
況
を
管
理

し
、
最
適
な
需
給
バ
ラ
ン

ス
に
な
る
よ
う
に
運
用

す
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
系
統

停
電
時
に
内
蔵
バ
ッ
テ

リ
ー
で　

秒
以
内
に
起

４０

動
可
能
な
Ｂ
Ｏ
Ｓ
仕
様

を
採
用
し
て
い
る
。
耐
震

性
の
高
い
都
市
ガ
ス
導

管
、
断
水
時
に
も
対
応
す

る
運
河
水
や
井
水
に
よ

る
冷
却
水
の
確
保
に
よ

り
、
大
規
模
地
震
な
ど
の

災
害
時
で
も
コ
ー
ジ
ェ

ネ
の
継
続
運
転
を
可
能

と
し
、
分
散
型
電
源
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
り
エ
リ
ア

内
の
各
施
設
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
で
き
る
。

　

集
合
住
宅
全
戸
に
設

置
さ
れ
た
家
庭
用
燃
料

電
池
は
、
停
電
時
発
電
継

続
仕
様
と
な
っ
て
お
り
、

停
電
時
も
専
用
コ
ン
セ

ン
ト
で
電
力
を
使
用
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
隣
接
す

る
港
区
役
所
に
も
非
常

用
電
力
を
供
給
し
、
地
域

の
防
災
機
能
の
強
化
に

貢
献
し
て
い
る
。

理
事
長
賞

理
事
長
賞
民
生
用
部
門

民
生
用
部
門

東
邦
ガ
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
日
建
設
計

株
式
会
社
日
建
設
計
総
合
研
究
所

C
G
S
を
核
と
し
た
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
低
炭
素
性
・
災
害
対
応
性
に
優
れ
た
ま
ち
づ
く
り

〜
み
な
と
ア
ク
ル
ス
へ
の
導
入
事
例
〜

　

東
邦
ガ
ス
株
式
会
社
（
社
長：
冨
成
義
郎
）
は
、
一
般
財
団
法
人
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
度
利
用
セ
ン
タ
ー
主
催
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大
賞
2

0
2
0
の
民
生
用
部
門
に
お
い
て
、最
高
位
で
あ
る「
理
事
長
賞
」
を
受
賞
し

た
。今
回
の
受
賞
は
、ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン「
み
な
と
ア
ク
ル
ス
」に
お
け
る
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
核
と
し
た
低
炭
素
性
・
災
害
対
応
性
に
優
れ
た
ま
ち
づ
く
り

が
評
価
さ
れ
た
も
の
だ
。同
社
は
、
今
後
も
先
進
の
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
環
境
や
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
、

S
D
G
s
の
達
成
に
貢
献
し
て
い
く
。

件名
CGSを核としたスマートエネルギーネットワークによる低炭素性・災害対応性に優れ
たまちづくり～みなとアクルスへの導入事例～
取り組み
〇コージェネレーション(1,000kW×2台 )を核として、先進の電力・熱・情報システ
ムを組み合わせたエネルギーネットワークにより、エリア全体のエネルギーを最適化
することで、1990年比で省エネルギー率40%、CO2削減率60%をほぼ達成し、環境
負荷を低減。
〇災害発生時には、コージェネレーションを中心に、大型蓄電池、太陽光発電によ
り、エリア内の各施設へのエネルギー供給を継続するとともに、隣接する港区役所
へ非常用電力を供給。
〇東邦ガスを代表応募者とし、スマートエネルギーシステムの企画・設計監理、運用
評価を行っている株式会社日建設計および株式会社日建設計総合研究所の3社
連名で応募した。
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日本初、コージェネとＮＡＳ電池の組み合わせ
集合住宅全戸の家庭用燃料電池は 24 時間定格発電
コージェネ排熱約 95％を活用、未利用熱も有効利用

災害に強いレジリエントなまちを実現
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コ
ー
ジ
ェ
ネ
中
心
の
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
全
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
最
適
化

　

％
省
エ
ネ
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は　

％
削
減

４０

６０

災
害
時
は
隣
接
の
港
区
役
所
に
も
電
力
供
給エネルギーセンター

みなとアクルス全体のエネルギー供給を２４時間体制で一括管理している。1階にはまちのショー
ルーム「ＡＱＮＡＶＩ」、「プロ厨房オイシス」がある。屋上には津波避難スペースを設けている。

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
２
F
の　
　
　
　

ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
内
の

　
　
　
　
　

Ｃ
Ｃ
Ｒ
（
中
央
監
視
室
）

東邦ガスは、コ－ジェネを中心東邦ガスは、コ－ジェネを中心
とした低炭素性・災害対応性に優とした低炭素性・災害対応性に優
れたまちづくりが評価されたれたまちづくりが評価された
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